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快挙！ 県書きぞめ展 優秀学校賞受賞。 
１２月から全校児童が本気で挑戦した「書きぞめ展」の審査結果が新聞発表となりました。見事

最高賞の「書きぞめ大賞」に齋藤   さん（１年）が輝き、優秀学校賞（県内小学校８校）の一

つに平田小学校が選ばれました。小規模校ながらの受賞は、まさに「快挙」です。何度も何度も書

いてがんばった平田っ子の努力が報われ、本当にうれしいです。 

ご指導いただいた、特別非常勤講師の本間先生、校内の書写指導を一手に担っている大関先生、

励ましてくださったご家庭の皆様、本当にありがとうございます。平田小学校にとっても大きな

誇り・励みとなりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 自らの手で「夢」をつかみとった受賞者のみなさん、心からお祝いを申し上げます。また、今回

悔しい思いをしたみなさん、この悔しさを忘れずに挑戦を続けましょう。成功している人は、み

な、あきらめずに挑戦を続けています。 
 

 
 
 

 
 PTA の皆様が行ってくださっている「廃品回収」の収益

金積立を活用させていただき、１５０周年を記念して、１・

２階教室のカーテンを新調しました。教室の雰囲気がガラ

リと変わり、さわやかでとても明るい感じになりました。

子供たちも喜んでおります。 

地域の皆様に支えていただき、教育環境を整備すること

ができ、心より感謝申し上げます。 

 

 

 

寒波の影響によ

り、降雪が続く一週

間でした。毎日、技

能主査の髙橋さんが丁寧に除雪作業を行ってくださってい

ます。校地外ですが、学校裏も子供たちが通行する部分をき

れいにしてくださりました。 

１５０周年記念環境整備 ～ありがとうございます～ 

 

【書きぞめ大賞】 
齋藤    さん（１年） 

【書きぞめ準大賞】 

丹治    さん（２年） 
奈良輪  さん（５年） 

祝 

※受賞作品は２月５日から２月１１日まで、福

島市の教育会館で開かれる優秀作品展に

展示されます。ご都合よろしければ、ぜひお出

かけください。また、２月１２日に福島テルサ

で表彰式が行われます。 

除雪作業 

 



 
 

 
 

 ５・６年教室脇に掲示されている「鬼退治」… 昼寝鬼、お手伝いをしない鬼、忘れもの鬼、け

んか鬼、あきらめ鬼、ねぼう鬼、夜ふかし鬼、心配性すぎ鬼 … 子供たちらしくて、思わず微笑

んでしまいました。 

   

   

   
 

 「鬼は外・福は内」という言葉とともに、災いを象徴する鬼を豆で打って追い払う日本の伝統行

事である節分の豆まき。まき終わると、それぞれ年齢の数（あるいは年齢＋１）の豆を食べます。

この豆を年豆と言い、これを食べると病気をしない…とか。 

本日、学校では豆まき全校集会を行いました。ご家庭でも、ぜひ、節分の豆まきを！  

 

 

 

 
 

１月３１日（火）、福島ユネスコ協会の皆様による「こど

もユネスコ教室」を５・６年生が受講しました。 

 

 グローバル化が進展する今日、国際理解や国際親善は重

要な課題になっています。我が国の伝統と文化に対して誇

りをもち、大切にし

ていくことはもちろ

ん、他国の人々や文

化に対する理解とこ

れらを尊重しようと

する態度を育むこともとても大切なことです。 

 

 福島市の国際交流員サマンサ先生の故郷オーストラリア

のお話を伺ったり、オーストラリアの遊びを体験したりし

て楽しく有意義な時間を過ごすことができました。 

こどもユネスコ教室 

「豆まき」全校集会 ～心の鬼を退治するぞ～ 

 

 


